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令和２年１月23日 議 会 だ よ り （2）



款 項目 （専決）
補正額

（12月）
補正額 計 摘　　　　要

民 生 費 社会福祉費 2,106 2,106 災害見舞金 31世帯

災害救助費 84,154 53,306 137,460 仮置場、災害廃棄物処理、住宅応急処理、生活再建支援

農林水産業費 農業振興費 67,050 303,825 370,875 廃棄物処分、災害復旧、強い農業・担い手づくり

農地建設費 69,113 1,500 70,613 農地災害復旧事業補助金

土 木 費 道路維持費 7,200 7,200 村道土砂の撤去

災害復旧費 公共土木施設 22,710 231,885 254,595 実施設計料、査定測量、村道、河川、公園

農業災害復旧整備 127,758 386,054 513,812 排水機、ため池、農地、水路、農業用施設、災害復旧工事

防 災 施 設 3,575 9,470 13,045 防災行政無線復旧

諸 支 出 金 災害援護資金貸付金 10,099 10,099 貸付金

合 計 393,765 986,040 1,379,805

災害復旧費 農業集落排水施設 268,727 268,727 竜崎処理場　ポンプ場

　

玉
川
村
議
会
12
月
定
例
会
は
12
月
６
日

か
ら
11
日
ま
で
の
６
日
間
の
会
期
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
専
決
処
分
や
条
例
改

正
、
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
14
件
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
６
名
の
議
員
が

登
壇
し
、
村
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま
し

た
。

あらまし災害復旧に6億2740万9千円、
総額９億８１６３万５千円の補正

補正による主な事業と金額（歳出）

阿武隈川の氾濫による原作田地区の被害

（単位：千円）
一般会計補正予算（第４号）専決第６号、
一般会計補正予算（第５号）

一般会計

農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）

災害関連

（3） 令和２年１月23日議 会 だ よ り



農業集落排水場の水没（竜崎） 稲わら置き場

議
案
審
議

（4）令和２年１月23日 議 会 だ よ り

条　
例

　

被
災
者
に
対
す
る
村
民

税
・
固
定
資
産
税
・
国
民

健
康
保
険
税
の
減
免
に
関

す
る
条
例
。

小
林
議
員

　
問　
介
護
保
険
と
後
期
高

齢
者
分
が
な
い
の
は
な
ぜ

か
。税

務
課
長

答　
村
税
・
固
定
資
産
税
・

国
保
税
の
み
で
あ
る
。

　

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
（
給
料
・
地
域
手

当
・
初
任
給
調
整
手
当
・
通

勤
手
当
・
特
殊
勤
務
手
当
・

時
間
外
勤
務
手
当
・
宿
日

直
手
当
・
夜
間
勤
務
手
当
・

休
日
勤
務
手
当
・
期
末
手

当
）

　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年

度
任
用
職
員
（
報
酬
・
期

末
手
当
）

塩
澤
議
員

　
問　
そ
れ
ぞ
れ
の
該
当
者

数
は
何
名
か
。

総
務
課
長

答　
嘱
託
職
員
30
名
、
臨

時
職
員
22
名

専
決
処
分
３
件
、条
例

の
制
定
・
改
正
７
件
、

各
補
正
予
算
４
件

専
決
処
分
の
承
認

（
令
和
元
年
度
玉
川
村
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
４
号
））

（
令
和
元
年
度
玉
川
村
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
））

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与

と
は
…
）

専
決
処
分
の
承
認

専
決
処
分
の
承
認

全
議
案
が
可
決
、

承
認
さ
れ
た
。

税
の
減
免

会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費

用
弁
償
に
関
す
る

条
例

災
害
対
応
の
補
正

石
井
議
員

　
問　
仮
置
き
場
24
万
円
の

場
所
と
内
容
は
。

住
民
課
長

答　
稲
わ
ら
置
き
場
と
重

機
に
よ
る
整
理
を
含
め
た
民

間
へ
の
賃
借
料
。

　

農
業
集
落
排
水
施
設
災

害
復
旧
費
に
、
２
億
６
８

７
２
万
７
千
円



用地購入場所の職員駐車場（西側）

（5） 令和２年１月23日議 会 だ よ り

中
身
は
施
設
ハ
ウ
ス
44
件

や
浸
水
機
械
50
件
の
取
得

と
修
繕
等
。

小
林
議
員

　
問　
用
地
取
得
費
１
２
３

４
万
６
千
円
の
面
積
と
場

所
は
。

　

地
方
公
務
員
法
・
地
方
自

治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り

区
長
は
特
別
職
員
の
非
常

勤
に
な
ら
な
い
た
め
削
除
。

　

第
３
条
中　

１
０
０
分

の
１
６
５
を
１
０
０
分
の

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

田
子
議
員

　
問　
農
業
災
害
復
旧
対
策

事
業
補
助
金
５
３
０
５
万

円
の
減
額
の
理
由
は
。

産
業
振
興
課
長

答　
国
・
県
の
補
助
メ
ニ

ユ
ー
が
「
強
い
農
業
・
担

い
手
づ
く
り
総
合
支
援
事

業
補
助
金
」
に
変
更
に
な
っ

た
。
３
億
３
３
０
０
万
円
。

あ
ら
た
に
業
務
委
託
契
約
を

結
ぶ
。

小
林
議
員

　
問　
行
政
区
長
の
報
酬
欄

が
削
除
さ
れ
た
。
区
長
の
給

料
は
ど
う
な
る
。
ま
た
、
業

務
委
託
内
容
は
。

総
務
課
長

答　
給
料
も
業
務
も
今
ま

で
と
変
わ
ら
な
く
継
承
さ
れ

る
。
業
務
委
託
契
約
書
の
中

で
決
め
ら
れ
る
。

総
務
課
長

答　
役
場
駐
車
場
の
フ
ェ

ン
ス
で
囲
ま
れ
た
所
の
西

側
。
面
積
は
９
５
７
㎡
。
所

有
者
の
強
い
要
請
に
よ
る
も

の
。

塩
澤
議
員

　
問　
坪
単
価
と
購
入
価
格

は
適
正
か
。
そ
の
根
拠
は
。

総
務
課
長

答　
１
㎡
当
た
り
１
万
２

９
０
０
円
。
不
動
産
鑑
定
士

に
査
定
を
依
頼
し
単
価
を
設

定
し
た
。

小
林
議
員

　
問　
玉
一
小
・
須
釜
小
、

教
育
費
の
基
準
教
材
の
中
身

は
。教

育
課
長

答　
令
和
２
年
度
か
ら
教

科
書
が
変
更
に
な
る
。
令
和

２
年
度
か
ら
５
年
度
に
使

う
。
玉
一
小
４
８
６
点
、
須

釜
小
２
５
５
点
、
14
教
科
の

教
科
書
購
入
費
で
あ
る
。

（
玉
川
区
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
）

村
長
等
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例

１
７
０
に
改
正
。

塩
澤
議
員

　
問　
期
末
手
当
の
支
給
率

を
改
正
す
る
理
由
は
。

総
務
課
長

答　
人
事
院
勧
告
に
よ
る

職
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、

村
長
、
議
員
の
期
末
手
当
の

条
例
を
改
正
す
る
も
の
。



玉川村議会 12月定例会
審議議案一覧　　全会一致で賛成のため個別の賛否は省略しました
議案番号 議　案　名 採決 内　容　等

議案第54号
専決処分の承認を求めること
（令和元年度玉川村一般会計補正予算（第４
号）専決第６号）

承認

３、４ページに掲載

議案第55号
専決処分の承認を求めること
（令和元年度玉川村農業集落排水事業特別会計
補正予算(第２号）専決第７号）

承認

議案第56号

専決処分の承認を求めること
（令和元年台風第19号による被災者に対する村
民税、固定資産税及び国民健康保険税の減免に
関する条例の制定　専決第８号）

承認
４ページに掲載

議案第57号 玉川村会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の制定 可決

議案第58号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律
の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 可決 ５ページに掲載

議案第59号 玉川村森林環境譲与税基金条例の制定 可決
森林環境税及び森林環境譲与税に
関する法律の施行に伴い基金条例
を制定するもの

議案第60号 村長等の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決 ５ページに掲載

議案第61号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例 可決 議会議員の期末手当の支給率を引

き上げる改正

議案第62号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可決
職員の給料表及び勤勉手当等の給
与改定と地方公務員法の一部改正
に伴う改正

議案第63号 玉川村旅費条例の一部を改正する条例 可決 地方公務員法の一部改正に伴う改正

議案第64号 令和元年度玉川村一般会計補正予算（第５号） 可決 ３、５ページに掲載

議案第65号 令和元年度玉川村介護保険特別会計補正予算（第
２号） 可決

歳入歳出それぞれ 1727 万６千円
を追加し、予算総額を 6 億 4402
万 5 千円とするもの

議案第66号 令和元年度玉川村農業集落排水事業特別会計補
正予算（第３号） 可決

歳入歳出それぞれ 58 万４千円
を追加し、予算総額を８億 5659
万５千円とするもの

議案第67号 令和元年度玉川村上水道事業会計補正予算（第
２号） 可決 給与改定に伴う人件費の補正で、

予算総額に変更はない

請願第2号 台風19号による水災害に伴う請願 （取下げ）
承認 竜崎地区内災害復旧に関するもの

※読みやすくするため、議案件名を一部省略しています。

議会を傍聴しませんか　12月定例会の傍聴人数10人（2019年累計傍聴人数49人）
次回の定例会３月上旬を予定

（6）令和２年１月23日 議 会 だ よ り



（7） 令和２年１月23日議 会 だ よ り

　

平
成
23
年
の
台
風
15
号
、

そ
し
て
今
回
の
台
風
19
号
の

水
害
に
お
け
る
、
排
水
機
場

の
管
理
者
の
安
全
確
保
を
図

村政ここがききたい
村の答え

は？

一般質問：議員が村長などの執行機関に対し、行政全般にわたる施
策の状況や方針などについて、説明、報告を求めること

飯
いいじま

島三
さぶろう

郎 議員
一
般
質
問

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
村

の
考
え
を
伺
う
。

問　
気
象
庁
か
ら
の
「
今

ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
」
と
い
う
情
報
が
発
表
さ

れ
た
場
合
、
排
水
機
場
の
管

理
者
の
人
命
に
か
か
わ
る
の

で
は
な
い
か
。

答　
村
職
員
が
地
元
区
長

に
連
絡
し
、
ポ
ン
プ
を
起
動

さ
せ
て
い
る
の
で
常
駐
す
る

必
要
は
な
い
仕
組
み
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
村
建
設
協
力

各
社
に
湛
水
防
除
事
業
業
務

と
し
て
、
委
託
業
務
契
約
を

結
ん
で
い
る
。
安
全
を
確
保

し
、
二
次
災
害
発
生
の
恐
れ

が
あ
る
場
合
は
指
示
を
待
た

ず
に
退
避
す
る
こ
と
を
明
記

し
て
い
る
。

　（
要
望
）

　

風
や
水
の
音
で
連
絡
が
十

分
取
れ
な
い
場
合
に
無
線
機

な
ど
の
連
絡
方
法
で
安
心
し

な
が
ら
現
場
の
作
業
に
つ
い

て
い
た
だ
き
た
い
。

問　
次
に
阿
武
隈
川
玉
城

橋
下
流
の
土
砂
、
立
木
障
害

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
乙
字
大
橋
か
ら
上
流

は
福
島
県
の
管
理
で
あ
る

が
、
台
風
19
号
に
よ
る
被
害

を
受
け
、
福
島
県
知
事
に

対
し
て
決
壊
個
所
の
早
期
復

旧
、
堤
防
の
か
さ
上
げ
な
ど

村
議
会
と
の
連
名
で
緊
急
要

望
を
し
た
。
ま
た
沿
川
市
町

村
と
と
も
に
要
望
し
て
い
く

中
で
河
川
の
中
に
存
在
す
る

個
人
所
有
地
買
い
上
げ
に
つ

玉城橋からみた阿武隈川の上流

Ｑ竜崎地区の排水機場管理者の
見直しは

Ａ契約で退避を明記されている

Ｑ阿武隈川の河川内の
改修は

Ａ県に緊急要望をした

い
て
も
併
せ
て
要
望
し
て
い

く
。

（
要
望
）

　

温
暖
化
が
進
行
中
で
あ
り

ま
す
の
で
、
国
や
県
に
強
く

働
き
か
け
て
い
た
だ
き
た

い
。



（8）令和２年１月23日 議 会 だ よ り

問
　
村
の
教
育
・
学
力
面
は

伸
び
て
い
る
か
。

答　
学
力
が
身
に
つ
い
て
き

て
い
る
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
面
の
成
績
は
。

答　
小
体
連
陸
上
大
会
で
上

位
の
成
績
を
収
め
た
。
中
学
校

は
泉
中
・
須
釜
中
の
剣
道
団
体

が
県
大
会
に
出
場
。

問　
い
じ
め
問
題
は
な
い
か
。

答　
い
じ
め
問
題
は
な
い
。

問　
遊
び
場
や
公
園
の
充
実

を
図
る
考
え
は
。

答　
既
存
の
施
設
の
環
境
充

実
に
努
め
る
。
体
験
型
の
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
の
利
用
（
東
野
ト

レ
ッ
キ
ン
グ・カ
ヌ
ー
、バ
ギ
ー

問　
被
害
者
の
支
援
策
は
。

答　
各
種
支
援
制
度
を
広
報

紙
に
掲
載
。
一
部
は
個
別
に
通

知
し
周
知
・
徹
底
を
は
か
っ
た
。

問　
地
球
温
暖
化
対
策
は
。

答　
資
源
ご
み
の
分
別
収
集
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普

及
。
太
陽
光
発
電
導
入
に
村
の

補
助
制
度
が
あ
る
。

Ｑ水害対応は
Ａ災害対策本部を設
置し万全を期した

Ｑ少子化対策は
Ａ第２期まち・ひと・
しごと創生総合戦略
により推進

Ｑ高齢者対策は
Ａ地域で支える
　取り組みを
　推進

塩
しおざわ

澤重
し げ お

男 議員

問　
水
位
計
な
ど
の
観
測
機

器
の
設
置
は
。

答　
玉
城
橋
・
成
竜
橋
に
県

が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
設
置
。
監

視
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
は
な
い
。

今
後
の
検
討
材
料
に
な
る
。

問　
玉
川
村
の
エ
リ
ア
メ
ー

ル
が
な
か
っ
た
の
は
。

答　
対
応
が
出
来
て
い
な

か
っ
た
。
今
回
の
件
を
受
け
て

エ
リ
ア
メ
ー
ル
の
発
信
の
対
応

を
整
え
た
。

問　
抜
本
的
な
治
水
、
護
岸

整
備
は
。

答　
大
変
難
し
い
。

体
験
・
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
等
）

問　
須
釜
中
の
跡
地
活
用
で

小
中
高
生
を
対
象
に
、
遊
ん
で

学
べ
る
各
種
の
講
座
を
受
講
で

き
る
無
料
塾
の
開
設
は
。

答　
基
本
的
に
は
民
間
へ
の

売
却
、
公
営
に
よ
る
貸
借
、
指

定
管
理
者
制
度
等
に
よ
る
民
間

管
理
運
営
、公
設
公
営
の
方
針
。

問　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
や
お
た

ふ
く
か
ぜ
の
助
成
は
。

答　
保
護
者
の
意
思
で
行
う

任
意
接
種
で
あ
る
。

問　
村
独
自
の
未
婚
者
解
消

は
。

答　
結
婚
相
談
所
と
相
談
し

て
検
討
し
た
い
。

問　
健
康
寿
命
延
伸
策
は
。

答　
生
活
習
慣
の
改
善
・
健

康
サ
ロ
ン
活
動
・
地
域
支
え
あ

い
活
動
を
推
進
。

問　
交
通
弱
者
対
策
は
。

答　
生
活
支
援
体
制
整
備
事

業
で
協
議
中
。

問　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

聞
き
取
り
調
査
の
結
果
は
。

答　
農
作
業
が
困
難
、
家
の

後
継
者
が
い
な
い
、
衣
類
を
買

う
の
に
不
便
、
ゴ
ミ
を
出
せ
な

い
、
病
院
に
い
け
な
い
。

こどもの駅にある遊び場

こぶし、夏つばき学級の
皆さん（健康講和にて）

台風19号の水害（乙字ケ滝のお堂）

一
般
質
問
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施
設
が
行
わ
れ
る
。
竜
崎
よ
り
低

い
場
所
に
施
設
さ
れ
る
が
対
策

に
つ
い
て
。

答　
今
回
の
教
訓
を
い
か
し
総

合
的
に
対
応
し
て
い
く
。

問　
募
集
人
数
と
作
業
日
数
に

つ
い
て
。

答　
担
当
は
社
会
福
祉
協
議
会

で
、
村
内
12
名
、
村
外
７
名
で
７

日
間
。

問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

担
当
の
対
応
に
つ
い
て
。

答　
担
当
者
の
開
設
に
つ
い

て
、
ま
た
研
修
な
ど
し
て
い
く
。

問　
今
回
の
被
災
者
は
高
齢
者

が
多
い
の
で
丁
寧
に
対
応
を
。

答　
５
番
議
員
の
一
般
質
問
に

も
お
答
え
し
た
が
、
早
期
の
生
活

再
建
を
図
る
。

答　
行
政
無
線
に
て
避
難
所
の

場
所
と
避
難
の
仕
方
を
放
送
し

た
。問　

避
難
所
の
備
品
に
つ
い
て

の
対
応
は
。

答　
最
初
の
行
政
無
線
で
避
難

者
は
毛
布
な
ど
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
と
放
送
し
た
。

問　
竜
崎
地
区
の
避
難
者
は
行

政
無
線
が
聞
こ
え
ず
避
難
し
た

の
で
、
何
も
持
っ
て
い
か
な
い
人

へ
の
対
応
に
つ
い
て
。

答　
今
後
避
難
計
画
と
備
品
の

整
備
を
し
た
い
。

問　
今
回
の
災
害
対
策
に
つ
い

て
。答　

仮
施
設
を
設
置
し
て
供
用

を
継
続
し
て
い
る
。

問　
今
後
小
高
、
中
で
も
処
理

い
て
。

答　
12
日
の
18
時
避
難
準
備
、

19
時
18
分
避
難
勧
告
、
20
時
23
分

に
村
内
全
域
に
対
し
て
避
難
指

示
を
放
送
。

問　
竜
崎
地
区
の
行
政
無
線
が

停
電
、
水
没
に
よ
り
受
信
が
で
き

な
く
な
っ
た
が
今
後
の
対
策
は
。

答　
竜
崎
屯
所
の
２
階
に
設
置

し
、停
電
に
も
対
応
を
し
て
い
く
。

問　
避
難
所
の
準
備
に
つ
い

て
。

問　
本
部
長
は
何
時
に
本
部
を

設
置
し
た
か
。

答　
10
月
12
日
の
19
時
に
設
置
。

問　
前
回
質
問
し
た
が
、
現
在

の
対
策
本
部
を
総
務
課
の
中
に

で
き
な
い
か
。

答　
今
の
ま
ま
の
対
策
本
部
で

い
く
。

問　
消
防
団
長
は
何
時
に
本
部

に
参
集
し
た
か
。

答　
19
時
頃
に
連
絡
し
、
役
場

待
機
と
な
る
。

問　
防
災
行
政
無
線
対
応
に
つ

Ｑ災害対策は
Ａ現在のままの
　対策で

Ｑ避難所の対応は
Ａ今後適切な計画
の整備対策を
図りたい

Ｑ新処理場の対応は
Ａ被災が発生しな
いよう工法を
提案したい

Ｑボランティアの
対応は

Ａ今後研修などを
して対応する

Ｑ今後の支援策は
Ａ支援策を講じ
支援を行う

移動式仮設浄化槽（竜崎）

水没した防災行政無線
（糀屋再送信局）

水害で被害を受けた道路と田

一
般
質
問

石
い し い

井清
きよかつ

勝 議員
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答　
職
員
と
一
体
に
な
り
、

交
流
人
口
を
増
や
し
て
玉
川

村
に
人
を
呼
び
込
む
予
算
の

中
で
や
っ
て
い
く
。

問　
今
回
の
水
害
を
受
け

て
国
、
県
に
対
し
復
興
の
要

望
内
容
は
。

答　
①
阿
武
隈
川
右
岸
の

整
備
促
進
②
湛
水
防
除
施
設

及
び
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
の
復
旧
③
農
地
及
び
農
業

用
施
設
の
復
旧
④
生
活
再
建

に
向
け
た
農
振
農
用
地
の
活

用問　
堤
防
の
か
さ
上
げ
及

び
河
川
の
改
修
の
要
望
を
す

援
金
。

問　
少
子
、
高
齢
化
、
人

口
減
少
の
対
策
と
し
て
、
１

１
８
号
沿
線
の
農
振
農
用
地

の
除
外
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　
１
１
８
号
沿
線
は
、

全
て
が
第
一
種
農
振
農
用
地

で
は
な
い
。

問　
地
域
活
性
化
の
た
め
、

商
工
会
が
中
心
に
な
っ
て
イ

ベ
ン
ト
、
催
し
を
行
っ
て
い

る
。
玉
川
村
は
Ｐ
Ｒ
等
足
り

な
い
の
で
は
。

べ
き
で
は
。

答　
か
さ
上
げ
及
び
堆
積

物
撤
去
等
を
要
望
し
た
。

問　
湛
水
施
設
（
排
水
機

の
所
）
よ
り
、
八
溝
砕
石
の

所
の
堤
防
が
低
い
の
で
は
。

答　
国
、
県
か
ら
そ
の
よ
う

な
こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
。

問　
農
振
農
用
地
の
活
用

と
は
。

答　
第
一
種
農
地
は
無
理

だ
が
、
第
二
種
、
第
三
種
農

地
の
転
用
。

問　
玉
川
村
防
災
計
画
に

よ
れ
ば
、
水
害
で
避
難
し
た

方
に
食
事
、
毛
布
等
の
支
給

を
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
。

答　
玉
川
村
に
は
防
災
倉

庫
が
な
い
た
め
段
階
的
に
整

備
し
て
い
く
。
平
成
23
年

に
は
支
給
し
た
が
、
今
回
は

避
難
が
長
く
な
ら
な
い
と
判

断
し
た
の
で
支
給
し
な
か
っ

た
。

問　
き
め
細
か
な
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
す
る
た

め
、
被
害
を
受
け
た
か
た
に

も
入
っ
て
も
ら
い
、
検
討
委

員
会
の
設
置
の
考
え
は
。

中地区のハウス倒壊

越水している阿武隈川堤防（中地区）

問　
令
和
２
年
度
の
予
算

編
成
の
時
期
を
迎
え
、
重
点

施
策
と
し
て
指
示
内
容
は
。

答　
「
た
ま
か
わ
創
生
」
に

向
け
て
取
り
組
み
を
行
う
ほ

か
、
台
風
19
号
被
害
か
ら
の

復
旧
、
復
興
に
向
け
て
全
力

を
尽
く
す
。

問　
村
独
自
の
台
風
支
援

策
は
。

答　
玉
川
村
生
活
再
建
支

Ｑ令和２年度
　予算編成は
Ａ復興、復旧に
　全力

Ｑ台風の
　国、県へ要望は
Ａ４つの要望

小
こ ば り

針竹
たけ

千
ち よ

代 議員

答　
今
回
の
教
訓
を
受
け

検
討
す
る
。

問　
玉
川
村
集
落
排
水
処

理
場
の
場
所
は
大
丈
夫
な
の

か
。

答　
今
回
の
竜
崎
処
理
場
の

被
害
を
受
け
、
被
害
の
な
い

よ
う
総
合
的
に
検
討
す
る
。

問　
中
分
団
の
消
防
搭
載

車
の
購
入
を
来
年
度
の
予
算

に
組
み
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

答　
令
和
２
年
に
購
入
す

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
質
問
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ら
、
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い

く
。

問　
設
置
戸
数
は
。

答　
１
３
０
３
戸
。

問　
設
置
率
は
。

答　
82
％
。

問
　
設
置
す
べ
き
場
所
は
。

答　
一
般
的
に
は
階
段
と

寝
室
。

問　
購
入
の
助
成
は
考
え

て
い
る
か
。

答　
考
え
て
い
な
い
。

問　
両
中
学
校
の
環
境
管

理
は
。

答　
校
舎
周
辺
の
草
刈
り

は
、
両
校
と
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織

住宅用火災警報器で命を守る

手入れの行き届いた須釜中の庭園

問　
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
状
況
は
。

答　
現
時
点
の
調
査
実
施

率
は
86
％
。

問　
設
置
状
況
を
踏
ま
え

て
、
今
後
の
進
め
方
は
。

答　
消
防
署
並
び
に
関
係

機
関
、
団
体
と
協
力
し
な
が

Ｑ住宅用火災警報器
の設置は

Ａ82％

Ｑ中学校統合後の環境
管理は

Ａ村で管理する

一
般
質
問

大
おお

和
わ だ

田 宏
ひろし

 議員

で
行
っ
て
い
る
。
樹
木
の
管

理
は
、
須
釜
中
学
校
は
庭
園

保
存
会
で
、
泉
中
学
校
は
村

の
予
算
で
行
っ
て
い
る
。　

問　
統
合
後
の
須
釜
中
の

環
境
管
理
は
。

答　
建
物
を
含
め
草
刈
り

や
樹
木
の
管
理
等
に
つ
い
て

は
、
当
面
は
村
に
お
い
て
必

要
な
予
算
を
確
保
し
て
対
応

し
て
い
く
。

問　
玉
川
中
学
校
の
環
境

管
理
は
。

答　
現
在
の
泉
中
学
校
と

同
様
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
必

要
な
予
算
を
確
保
し
て
管
理

し
て
い
く
。



引
き
続
き
検
討
す
る
。

問　
国
の
動
向
注
視
と
言
う
が

郡
内
町
村
の
現
状
に
合
わ
す
べ

き
で
は
。

答　
石
川
郡
町
村
会
で
も
、
各

町
村
独
自
施
策
と
し
て
の
実
施

は
十
分
理
解
し
て
い
る
。

問　
引
き
続
き
検
討
と
は
実
施

の
方
向
で
検
討
か
。

答　
そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
よ

い
。問　

15
号
線
は
７
戸
の
住
民
が

生
活
道
路
、
ま
た
農
道
と
し
て

利
用
し
大
変
重
要
な
道
路
で
あ

る
が
道
幅
狭
く
交
通
に
不
便
を

来
た
し
て
い
る
。
近
辺
は
耕
作

問　
令
和
元
年
３
月
定
例
会

で
、
保
護
者
の
経
済
的
費
用
負

担
の
軽
減
を
図
る
べ
き
と
の
質

問
に
対
し
、
十
分
調
査
検
討
す

る
と
の
前
向
き
な
答
弁
に
対
す

る
実
施
に
向
け
た
検
討
は
。

答　
多
岐
に
わ
た
る
子
育
て
世

代
の
負
担
軽
減
を
し
て
お
り
、

現
在
給
食
費
補
助
は
考
え
て
い

な
い
が
国
等
の
動
向
を
注
視
し

Ｑ学校給食費の
　補助は
Ａ国等の動向注視し
引き続き検討する

Ｑ村道竜―15、16号線道
路整備は

Ａ十分調査検討し、可能
なものは整備計画に反
映させたい

Ｑ農業振興地域見直しと
　除外は
Ａ関係機関の助言を頂いて、
整備計画見直し作業におい
て十分調査研究する

小
こばやし

林徳
のりきよ

清 議員

放
棄
地
が
多
く
、
２
本
の
道
路

を
整
備
し
住
宅
を
建
て
ら
れ
る

環
境
整
備
す
る
こ
と
で
、
人
口

減
少
対
策
の
移
住
定
住
施
策
が

推
進
す
る
と
思
う
が
。

答　
こ
の
２
路
線
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

さ
れ
て
お
り
、
内
容
等
を
十
分

調
査
し
総
合
的
に
検
討
し
て
、

今
後
も
可
能
な
も
の
は
整
備
計

画
に
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
る
。

問　
７
戸
の
住
民
の
生
活
道
路

と
の
認
識
が
足
り
な
い
。
建
築

確
認
に
支
障
の
無
い
道
路
と
し

て
、
整
備
す
れ
ば
利
便
性
が
増

し
、
地
区
の
発
展
と
将
来
に
渡

り
十
分
な
費
用
対
効
果
を
望
め

る
と
思
う
が
。

答　
現
在
考
え
は
無
い
が
生
活

道
路
と
し
て
、
必
要
な
ら
ば
整

備
計
画
に
沿
っ
て
整
備
す
る
。

問　
竜
崎
原
作
田
地
内
竜
―
18

号
線
は
、
道
路
改
良
、
上
下
水

道
が
整
備
さ
れ
、
十
分
宅
地
化

さ
れ
る
要
素
を
満
た
し
て
い
る

が
、
農
振
地
域
で
宅
地
開
発
の

弊
害
と
な
っ
て
い
る
。
見
直
し

と
除
外
に
向
け
て
最
大
の
尽
力

を
す
べ
き
と
思
う
が
。

答　
除
外
に
向
け
て
地
権
者
の

同
意
と
ま
た
宅
地
開
発
業
者
が

存
在
す
る
か
等
、
ど
の
よ
う
な

手
法
で
あ
れ
ば
手
続
き
が
進
め

ら
れ
る
か
、
関
係
機
関
の
助
言

を
頂
い
て
検
討
し
、
村
が
進
め

て
い
る
計
画
の
見
直
し
作
業
に

お
い
て
調
査
研
究
す
る
。

問　
農
地
面
積
が
平
成
７
年
～

30
年
で
１
３
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
減

少
し
た
要
因
は
。

答　
宅
地
化
、
耕
作
放
棄
地
の

増
加
に
よ
る
も
の
。

問　
整
備
計
画
で
現
在
の
社
会

情
勢
か
ら
農
地
を
守
る
こ
と
は

出
来
る
か
。

答　
厳
し
い
と
判
断
し
て
い
る
。

問　
計
画
内
に
存
在
す
る
耕
作

放
棄
地
を
村
の
施
策
に
活
用
さ

せ
る
た
め
に
国
、
県
に
積
極
的

に
働
き
掛
け
て
い
く
べ
き
で
は
。

答　
見
直
し
は
村
が
県
と
協
議

し
て
い
く
も
の
で
、
現
在
委
託

し
て
進
め
て
い
る
。

問　
22
年
の
長
期
に
渡
り
見
直

し
が
無
か
っ
た
の
は
。

答　
平
成
８
年
か
ら
補
助
金
の

対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
が
、
見

直
し
に
積
極
的
に
対
応
し
て
進

め
て
い
る
。

（12）令和２年１月23日 議 会 だ よ り

一
般
質
問

竜崎原作田地内

村道竜―15号線



（13） 令和２年１月23日議 会 だ よ り

請願箇所の調査 （12月６日）

総務産業建設常任委員会

委員会
活　動

　当委員会に付託された請願箇所の調査を行いました。
　調査した箇所の中には、福島県の許可が必要な農地や、国の管理の河川
堤防、村が既に復旧事業に着手した箇所があるなど、状況はさまざまでした。
　調査後、委員会を開催し慎重に審議した結果、継続審査となりました。

竜崎原作田地区の農業振興地域除外場所の視察

一般質問登壇状況

年 平成28年 平成 29年 平成 30年 平成31年 令和元年
計

6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月 3月 6月 9月 12月
小針竹千代 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 14
石 井 清 勝 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 13
車 田 幹 夫 〇 〇 〇 〇 〇 〇 6
渡 邊 一 雄
塩 澤 重 男 〇 〇 〇 〇 〇 5
小 林 徳 清 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 11
飯 島 三 郎 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 8
田 子 武 幸 〇 〇 2
西 川 良 英
三 瓶　 力
大和田　宏 〇 〇 〇 〇 〇 5
須 藤 利 夫（議長）

3 6 6 4 4 5 3 4 4 4 4 4 1 6 6 64

※ただし、３月議会に、要望書として提出するため本請願は 12月 10日に取下げの申出書が出され、
本会議で取下げが許可されました。

各議員任期中の一般質問の登壇状況です。（令和元年12月現在）
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（14）令和２年１月23日 議 会 だ よ り

　

広
報
委
員
と
し
て
「
光
陰
矢
の
如

し
」
の
と
お
り
あ
っ
と
い
う
間
の
４

年
間
で
し
た
。
議
会
だ
よ
り
は
議
会

活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
文

字
を
大
き
く
し
、
写
真
を
多
く
の
せ

て
見
や
す
く
わ
か
り
や
す
い
編
集
に

心
が
け
ま
し
た
。

　

ペ
ー
ジ
の
割
り
付
け
や
写
真
撮
影

も
委
員
が
ワ
ン
チ
ー
ム
で
あ
た
り
ま

し
た
。
村
民
の
声
の
掲
載
が
不
足
と

い
う
広
聴
面
の
課
題
が
残
り
ま
し
た
。

理
想
に
は
道
半
ば
で
す
が
、
一
歩
前

進
の
感
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
に
は
ご

愛
読
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
（
広
報
編
集
特
別
委
員
会
委
員
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
澤　
重
男
）さわやかな香りの柚子　

広
報
委
員
会
の

　
　

あ
ゆ
み

主　な　内　容

3 月定例会

第２回臨時会 …………………… ２～３

３月定例会の条例の制定・改正、
補正予算など …………………… ４～７

平成２８年度予算 ……………………８

３月定例会一般質問 ………… ９～１１

各話題、議会のうごきなど ……… １２

議会だより

　４月３日、東福寺境内で、伝統の念仏踊りが奉納されま
した。
　会場を訪れた人々は、まだ、あどけなさの残る少女た
ちの優雅に舞う姿に魅了されていました。

第143号
平成28年4月28日

福 島 県 石 川 郡
玉 川 村 議 会
住所 石川郡玉川村大字小高字中畷 9
TEL 0 2 4 7 - 5 7 - 4 6 3 0

発行責任者　須 藤 利 夫
編集委員会　塩 澤 重 男・飯 島 三 郎
　　　　　　車 田 幹 夫・石 井 清 勝
　　　　　　小針竹千代

印 刷 　㈲円 谷 印 刷

南須釜の念仏踊り南須釜の念仏踊り
可憐な少女たちが優雅に舞う可可可可可憐憐憐ななななな少少少女女女女たたたたちちちちがががが優優雅雅雅ににににに舞舞舞ううう可憐な少女たちが優雅に舞う
か　れん

主　な　内　容
河川クリーンアップ作戦 ……………２
道の駅拡張整備工事に9900万円 …４
小中学校の統合の進め方など４議員が村政をただす…７
村民の声 ……………………………………12

６月定例会

なんだろう
　　　なぁー
７月９日　吉子供育成会による生き物調査

たまかわたまかわ
議会だより

№148
平成29年
７月27日

12月定例会

議会だより
たまかわ

№154
平成31年
１月31日

主　な　内　容
冬の風景 ………………………………………２
一般会計補正予算質疑…………………３
12月定例会の審議議案 ………………5
村政ここがききたい ……………………6
村民の声 ……………………………………12

～たまかわクックの森園児による団子さし～
豊作にな～れ

９月定例会

議会だより
たまかわ

№157
令和元年
10月24日

主　な　内　容
みんなの秋� ……………………………………2
９月定例会のあらまし �…………………3
実績・成果を問う�…………………………4
幼児教育無償化に向けシステム改修�……10
（一般質問）
東西を結ぶ公共バスを�他� …………13
議会活動、委員会活動
緊急要望書を提出� ………………………19
村民の声�………………………………………20

～おこめさんありがとう（小高老人クラブ）～

豊作に感謝をこめて

私たちが議会だよりの編集をしました

平成28年度 平成29年度

令和元年度平成30年度

車田 石井 小針 飯島副委員長 塩澤委員長

　
４
年
間
に
発
行
し
た
広
報
の
中
か
ら
選
ん
だ

表
紙
で
す
。


